
JP 2002-308978 A5 2008.5.15

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成20年5月15日(2008.5.15)

【公開番号】特開2002-308978(P2002-308978A)
【公開日】平成14年10月23日(2002.10.23)
【出願番号】特願2001-118374(P2001-118374)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｇ  64/16     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｇ  64/16    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成20年4月2日(2008.4.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】 一般式（１）、一般式（２）及び一般式（３）と、炭酸エステル形成化合
物とを反応させて得られるポリカーボネートであって、一般式（１）／一般式（２）のモ
ル比が７０／３０～５／９５であり、一般式（３）／〔一般式（１）＋一般式（２）〕の
モル比が０／１００～５０／５０であるコポリカーボネート樹脂。
【化１】

（式中、Ｒ1 ～Ｒ2 は、それぞれ独立して、水素原子、ハロゲン原子、炭素数１～２０の
アルキル基、炭素数１～２０のアルコキシル基、炭素数６～２０のアリール基、炭素数６
～２０のシクロアルキル基、炭素数６～２０のシクロアルコキシル基または炭素数６～２
０のアリールオキシ基を示す。また、ｍ及びｎは０～４の整数を表す。）
【化２】

【化３】



(2) JP 2002-308978 A5 2008.5.15

（式中、Ｒ3 ～Ｒ4 は、それぞれ独立して、水素原子、ハロゲン原子、炭素数１～２０の
アルキル基、炭素数１～２０のアルコキシル基、炭素数６～２０のシクロアルキル基、炭
素数６～２０のアリール基、炭素数６～２０のシクロアルコキシル基または炭素数６～２
０のアリールオキシ基を表す。またｐ及びｑは、０～４の整数を表す。Ｘは、
【化４】

であり、Ｒ5 ～Ｒ6 は、それぞれ独立して、水素原子、炭素数１～１０のアルキル基また
は炭素数６～１０のアリール基であり、Ｒ5 とＲ6 とが結合して炭素数３～８の炭素環ま
たは複素環を形成する基を表し、これらの基に炭素原子を有する場合には置換基として、
炭素数１～５のアルキル基、炭素数２～５のアルケニル基、炭素数１～５のアルコキシ基
を有することもできる。）
【請求項２】 一般式（３）中のＲ5 及びＲ6 がメチル基である請求項１記載のコポリカ
ーボネート樹脂。
【請求項３】 前記の一般式（１）、一般式（２）及び一般式（３）と炭酸ジエステルと
を、塩基性化合物触媒下、溶融重縮合させてなる請求項１記載のコポリカーボネート樹脂
。
【請求項４】 前記の一般式（１）、一般式（２）及び一般式（３）の合計量１モルに対
して、１０-9～１０-3モルの塩基性化合物からなる触媒を用いる請求項３記載のコポリカ
ーボネート樹脂。
【請求項５】 一般式（１）で表される芳香族ジヒドロキシ化合物のＲ1及びＲ2 がメチル
基である請求項３記載のコポリカーボネート樹脂。
【請求項６】 光学材料用の請求項１記載のコポリカーボネート樹脂。
【請求項７】 光デイスク用の請求項１記載のコポリカーボネート樹脂。
【請求項８】 プラスチックレンズ用の請求項１記載のコポリカーボネート樹脂。
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